
 

 

 

 

 

 

2 月 28 日(木)、本校体育館において第 65 回卒業証書授
与式が挙行されました。今年の卒業生は普通科 194 名、
普通科ＧＣコース 39 名、商業科 38 名、計 271 名。10:00

の開会の辞から国歌斉唱、卒業証書授与へと続き、クラ
ス担任によって卒業証書を授与される 271 名の名前が呼
ばれました。学校長式辞、教育委員会告辞、同窓会長祝
辞に続いて、生徒会長による在校生送辞、先生や両親、
そして共に３年間を過ごした友達への感謝の気持ちと共
に、これから新たな道を歩んでいく、希望にあふれた力強い言葉で綴った卒業生代表による答辞。厳粛な雰囲気の
中で式が進められ、いよいよ次第の最後の校歌斉唱。司会者のアナウンスと共にステージには第 31 回卒業生徳永
英明さんが登場しました。祝福の言葉と共に、まさに 34 年ぶりに歌う校歌。決してマイクを使って拡声するので
はなく、卒業生と一緒に、卒業生と同じ生の声で校歌を３番まで歌いあげました。卒業式のサプライズに卒業生だ
けでなく、保護者、来賓、そして教職員までも驚きの喚声を上げ、大きな拍手に包まれました。 

徳永さんは、自分の夢を追い続けて、さまざまな挑戦を続けた結果、その夢を実現されて今の職業に就いていま
す。徳永さんの存在そのものが、これから社会に巣立つ卒業生に対して、自分の夢を信じて追い続けていく大切さ
を伝えるメッセージとなったことでしょう。今回の徳永さんの卒業式への参加はとても意義深く、多くの卒業生の
心に、このメッセージが残されたことだと思います。 

第 65 回生のみなさん、卒業おめでとうございます。 

 

 

2 月 10 日(日)、三軒寺前広場にて冬の元気まつりが開催され、

市高生が参加しました。みどり園さんのお茶、茶団子などの

商品販売の傍ら、ゲームコーナーも設け、小さな子供たちの

歓声が聞こえました。そして商業科の生徒は、オリジナル開発商品小西酒造さんの

酒粕を使用した「伊丹バラエティブッセ」「酒ドレーヌ」等を販売。お昼過ぎには

全商品を売り切りました。さらに今回は新たに老松酒造さんの酒粕を使用したパン

も出品。午前中に完売するなど、好調な売れ行きでした。この新商品は、西洋懐石

アンシャンテさんで使用されています。会場内では飲食・物販ブースが設けられ、

伊丹名物「酒かすうどん」や、伊丹市内の飲食業者による美味しい料理が振舞われ

大いに賑わいました。 

 

2 月 14 日に実施された、商業科、グローバル・コミュニケ

ーションコースの推薦入学での合格者が 2月 20 日に発表されました。14 時の発表を待うけた

多くの受検生が、張り出された合格者一覧を見て大きな歓声があがりました。続く学力検査は

3月 14 日。合格した中学生にとって一足早い春の訪れでした。 
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2 年生は 1 月 17 日（木）～20 日（日）、北海道ルスツリゾートへ修学旅行に出

かけました。誰もが高校時代で最も思い出に残った事としてあがるのは修学旅

行。大きな事故やインフルエンザもなく、全員元気に帰ってきました。今年は

学年全員がスノーボード実習を行いました。

ボードをつけることも初めてだという生徒がほとんどでしたが、班の仲間とと

もに毎日の練習で、日毎に上達していきました。初日ではほとんどの班がまっ

すぐ滑ることすらままならない状態でしたが、最終日ではどの班もリフトで山

頂まで登り、一緒に下ってくることができました。生徒たちの感想では「もっ

と滑りたかった」という声が多く、充実した実習を行うことができました。最

終日の小樽観光は、天候の都合で滞在時間が少し短くなりましたが、海鮮料理

やお土産の購入など、それぞれ楽しい時間を過ごすことができました。 

 

 

 

 

2 月 20 日（水）と 3月 10 日（日）、本校体育館と、伊丹市立図書館「ことば蔵」１Ｆ

交流フロアで、伊丹育ち合いプロジェクト成果発表会が開催されました。 

このプロジェクトは、10 年前から伊丹市立伊丹高校の授業として、関西学院大学全

学共通科目「地域フィールドワーク伊丹」との高大連携で

展開されている、「若者の地域に根ざした活動が活発にな

れば、地域が活性化できる」という仮説を実証的に実践し

た地域活性化事業です。この１年間の取り組みを通じて何

を学び、どのような力を身につけることができたのか、生徒たちからの実践報告があり

ました。ことば蔵会場では、市立北中学校の生徒たちも参加、高校生に負けないしっか

りとした意見や感想を述べ、多くの参加者を感心させました。 

  

４月より市高にレスリング部が誕生します。先日 IOC 理事会で五輪競

技からの除外勧告を受けてしまい話題となっていますが、オリンピッ

クで日本人選手が大活躍している競技。フリースタイルとグレコローマンスタイルがあり、兵庫県内の高校の部活

動では珍しい種目です。新２年生部員も３名います。 

 

 

 

 

 

今年卒業した 65 回生が入学したのは、平成 22 年

４月。あれから３年の間に、日本は東日本大震災

という未曽有の大災害を経験しました。また海外では、タイで大洪

水が発生し、日系企業の工場が操業停止となりました。さらには解

決の糸口がなかなか見当たらない欧州債務問題も含め、世界規模で

の多くの災害や経済不況、長引くデフレなどで、政治・経済、多く

の企業、多くの人々が影響を受けた激動の３年間でした。このよう

に先行き不安な社会に、これから気持ちを新たに今一歩を踏み出し

た市高生たち。105 年を超える歴史を誇る市高は、多くの有能な人材

を輩出してきました。その人々のつながりはまさに広く高くそびえ

立つ「市高山脈」として、脈々と受け継がれています。市高卒業生

としての誇りを持って、これからの激しく変化を続けるビジネス社

会で、今後どのような状況におかれたとしても、どんな困難に遭遇

しても、希望を失わず、「市高山脈」の一員として、自信を持って自

らの未来を自らの力で切り開いてほしいと願っています。 

 

 

 

 

  1（金）学年末考査 

4（月）～5 日（火）球技大会 

10（日）伊丹育ち合いプロジェクト発表会 

13（水）入試準備、大掃除 

    （17 日午前まで生徒登校禁止） 

14（木）平成 25 年度入学者選抜学力検査 

18（月）１,２年基礎学力テスト 

19（火）教科書販売 

21（木）学年集会、大掃除 

    学力検査合格発表 

22（金）終業式 第１回合格者説明会 

25（月）～27（水）春季学習会 

28（木）第２回合格者説明会 

顧問より 
「一緒に市高の歴史を刻もう！ 
レスリングは自分の体が武器です。運動の得意、不得意は関
係ありません。勇気をもって入部してください。」 


